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④ 考察（学んだ内容）

・住民に議会に関心を持ってもらう方法として、関心が高いで

あろうテーマを中心に報告会等を行うこと

・政策提案のポイントとして事実やデータに基づいていること、

ロジカルに話すこと、実現可能性が高いこと

・地方議会についての基本的な法律や条文

【２日目】・議員と議会 ・議員の身分と職責

・議員活動について（意見交換、質疑）

① 目的

各項目について条文通り理解し、それを自身の議会活動と照ら

し、逸脱等ないように努める

② 内容

・会議の種類、特徴  ・議会で審議される事件の種類

・議員、議会の職務、職責等に関する法規定

・議会の権限行使における留意事項

③ 主な質疑

・男女平等参画に大きく予算が割かれている、無理矢理平等に

しようとしていないか ・補正予算の一部修正をする方法

・議員の資質、品位に関して ・議員のなり手不足

・会派のメリット、デメリット

④ 考察（学んだ内容）

首長と議員は共に直接選挙で選ばれているが、その職責は大き

く異なる。一つ一つの議案に対して合議体として意思形成する

上で、議長が中心となり話し合い等を行うという事が重要であ

ると学んだ

【３日目】地方議会の活性化と議員の役割

① 目的

・地方議会の変遷を学び、議員活動に活かす

・自治体議会を取り巻く環境の変化を知り、議会活性化するた

めの方法を考える

② 内容

・自治体議会を取り巻く環境の変化

・人口減少社会と少子高齢化の状況

・二元代表制と自治体議会の役割
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・市町村議会の状況と改革課題

③ 主な質疑

・最終日午前のみの講義であり、質疑時間なし

④ 考察

人口減少社会、ⅤＵＣＡ時代の到来、地方分権改革の進展等、

自治会議会を取り巻く環境は劇的に変化している。その中で、

国が提示する自治体議会改革への対応、自治体議会が自らのあ

り方を具体的に住民に示すことが求められていると考える。

【総括】

市町村議会側と首長側の大きな違いとして、首長側には予算権

や執行権等の絶大な権限がある。一方で、市町村議会は多数で

構成される合議体のため、首長側にはない多様性がある。

現状、多くの地方公共団体では、議会側からの政策提案はごく

少数で、監視型の議会となっている。

しかし、多様性・監視能力どちらも最大限発揮するために、

個々の議員が大きな問題だと考えている点についての会議や

話し合いは間違いなく必要と考える。会議や話し合いを行うこ

とで、議会側からの政策提案ができ、結果的として監視能力の

向上も出来るのではないか。そうなることで、真に住民が望む

行政サービスが提供できると考える。


